
土地整理土木工事業におけるはさまれ巻き込まれ災害の死傷災害発生事例（2017年）
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年

発生

月

時間 死傷災害発生事例
年

齢

労

働

者

規

模

1
16～

17

自社置場において、置場整理のため定規（木材）の釘を抜いていた所、誤ってハン

マーで右母指を叩き負傷した。
24

10

～

29

1
9～

10

排水路改良工事現場で、コンクリート側溝（30×100cm、約95kg）を布設している

時、側溝と側溝の間に左手薬指を挟んで負傷した。
53

1

～

9

4
14～

15

ガス管取出工事現場に於いてダンプカーの荷台から砂利を降ろした後、ダンプカー

の荷台を下げている時、挟まった小石を取り除こうとして右手中指先を挟んだ。
44

1

～

9

5
14～

15

バックホウ（0.15?）を使用し、駐車場の砕石敷き作業を行っていたとき、作業員は

バックホウの後方で敷き均しを行っていたところ、オペレーターは作業員に気付か

ずにバックしたため、作業員の右足を轢いた。

22

1

～

9

5
10～

11

伐採した樹木を粉砕機を使用し粉砕する作業中、粉砕した木屑が粉砕機排出口に詰

まったため、排出口を清掃しようと右手を排出口に入れた時、粉砕機回転翼に右手

を挟まれた。 なお、粉砕機は弊社がレンタルし、現場に持ち込んだ物を使用してい

た。

24

10

～

29

7 11~12
工場内でパイプの溶接・切断作業中に、工場内を走行していたフォークリフトがパ

イプに接触したためパイプがずれてすねに当たり負傷したものである。
35

1

～

9

造成工事現場において、L型擁壁を4人で設置作業中、調整しつつ合わせていた時、 1



7 15~16 薄手のゴム手袋を着用していたが、汗で滑ってL型擁壁の連結金具の穴に左手中指が

入り込み、挟まって第一関節から切断された。

56 ～

9

7
14～

15

管排水路の転圧作業時、転圧機械（プレート）のエンジンの調子が悪くなり、プ

レート側部の保護カバーを取り外し修理を行っていた。 プレート側部の保護カバー

を外したまま、エンジンの試運転（再始動）した際、スターターロープがエンジン

回転部に巻きこまれ、右手も巻きこまれ負傷した。

68

1

～

9

7
9～

10

新築工事現場において、基礎工事の工程で、被災者が転圧機（タンピングラン

マー）で地盤の締固め作業中に、転圧機を作動させながら移動しようとしたとこ

ろ、転圧盤の一部が基礎コンクリート（地中梁）面に当たり、一瞬転圧機が制御不

能となり、被災者自身の左足の小指辺りを転圧機で挟んでしまい、骨折した。

56

1

～

9

9
13～

14

造成地現場に市道より進入路の作業中、鉄板を敷く為に、バックホーにて釣り上げ

た際に少し揺れて、バックホーの右横に立っていた従業員の左足人差し指に怪我を

させてしまう。 排土壁板に接触、被災者が危険過ぎる位置にいた、バックホーの運

転者の慣れと安全確認の怠慢による。

45

10

～

29

9
10～

11

作業現場で舗装された道路のアスファルトを破砕し撤去する作業をしていた、破砕

したアスファルトを鉄の棒で動かしていたところ、誤って右足を挟み骨折した。
65

10

～

29

10
11～

12

街路樹剪定作業において高所作業車のジャッキアップを行うため、アウトリガーを

自動セットしたが、アウトリガーの地面接地を確認せずに次の作業に取り掛かろう

としたところ、下りてきたアウトリガーと地面の間に右足つま先を挟まれ、右足親

指と人差し指先端部を骨折した。

64

10

～

29

10
11～

12

農地集積加速化基盤整備工事の作業中、不整地運搬車荷台の上にコンクリート側溝

が積まれている状態で、荷台から重機（0.25㎡）バックホーで側溝を下ろす作業中

に、2人の作業員が荷台に乗り、当人は重機オペレーターに対して右側にいた。 左

側の作業員は合図に従い離れていたが、当人は合図が見えなかったため合図に気づ

かず、コンクリート側溝を押さえていた。 そのまま側溝をスライドさせてしまい、

指を不整地運搬車の後部ドアに挟まれた。

62

1

～

9

市道で街路樹の伐採作業の打ち合わせ中、エンジンをかけたままのユニック車が動 10



10
14～

15
き出し、停車させようと車に乗り込もうとし、電柱とユニック車の間に挟まれ負傷

した。

35 ～

29

10
14～

15

市道で街路樹の伐採作業の打ち合わせ中、エンジンをかけたままのユニック車が動

き出し、停車させようと車に乗り込もうとし、電柱とドアの間に挟まれ左足に負

傷。

33

10

～

29

12 9~10

当現場において、敷地内で敷鉄板をクローラダンプの荷台の上にのせて運搬作業

中、通路の凹凸で鉄板が跳ね上がり、バランスを失って、鉄板と荷台に挟まり両足

を負傷した。

23

1

～

9

出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx(職場のあんぜんサイト)

Return to : https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_09.html
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